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●
国
際
教
育
開
発
協
力
の
高
ま
り

明
く
る
二
〇
一
五
年
、
国
連
ミ
レ
ニ

ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
が
そ
の

期
限
を
迎
え
る
。
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
二
〇
〇

〇
年
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
合
意
さ
れ
、

国
際
開
発
の
基
調
を
貧
困
削
減
へ
と
収

斂
さ
せ
、
こ
れ
ま
で
常
に
参
照
さ
れ
て

き
た
開
発
目
標
で
あ
る
。「
極
度
の
貧

困
と
飢
餓
の
撲
滅
」
を
筆
頭
に
八
つ
の

開
発
目
標
を
掲
げ
、
実
に
そ
の
う
ち
二

つ
が
教
育
に
関
わ
る
目
標
（
以
下
、
教

育
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
う
）
と
な
っ
て
い
る
。

教
育
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
一
九
九
〇
年
に

タ
イ
・
ジ
ョ
ム
テ
ィ
エ
ン
で
採
択
さ
れ

た
「
万
人
の
た
め
の
教
育
（
Ｅ
Ｆ
Ａ
）」

宣
言
の
理
念
を
継
承
し
て
い
る
。
Ｅ
Ｆ

Ａ
は
初
等
教
育
の
完
全
普
及
を
途
上
国

全
体
で
目
指
す
理
念
で
、
そ
の
後
二
〇

〇
〇
年
の
「
ダ
カ
ー
ル
行
動
枠
組
み
」

で
再
確
認
さ
れ
た
行
動
指
標
で
あ
る
。

教
育
を
重
視
す
る
こ
の
よ
う
な
流
れ

は
、
一
九
九
〇
年
代
に
突
如
噴
出
し
た

わ
け
で
は
な
い
。
国
際
開
発
潮
流
を
概

観
す
る
と
、
教
育
は
、
濃
淡
こ
そ
あ
れ

重
要
な
要
素
と
し
て
認
識
さ
れ
て
き
た
。

ま
ず
、
戦
後
相
次
い
で
ア
ジ
ア
・
ア

フ
リ
カ
諸
国
が
政﹅

治﹅

的﹅

独
立
を
果
た
す

と
、
続
い
て
経﹅

　
﹅

　
﹅

済
的
自
立
が
課
題
と
な

る
。
戦
後
か
ら
一
九
六
〇
年
代
に
か

け
、
南
北
間
の
経
済
格
差
を
古
典
派
経

済
学
・
ケ
イ
ン
ズ
経
済
学
の
枠
組
み
で

理
解
・
是
正
し
よ
う
と
し
た
構
造
主
義

の
時
代
に
は
、
お
り
し
も
人
的
資
本
論

と
い
う
別
の
新
古
典
派
的
な
教
育
経
済

学
の
基
礎
理
論
が
ミ
ン
サ
ー
や
シ
ュ
ル

ツ
、
ベ
ッ
カ
ー
ら
に
よ
り
体
系
化
さ
れ

て
い
っ
た
。
七
〇
年
代
に
は
改
良
主
義

が
台
頭
し
、
国
連
を
中
心
に
衣
食
住
な

ど
「
人
間
の
基
礎
的
必
要
」
が
重
視
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
八
〇
年

代
に
は
累
積
債
務
問
題
が
起
こ
り
、
解

決
の
た
め
マ
ク
ロ
安
定
化
を
目
指
し
、

規
制
緩
和
や
民
営
化
を
途
上
国
（
債
務

国
）
に
求
め
る
構
造
調
整
政
策
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
新
古
典
派
的
自
由
主
義

へ
と
推
移
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
時

期
は
緊
縮
財
政
を
め
ざ
し
、
教
育
を
含

む
社
会
セ
ク
タ
ー
へ
の
投
資
が
下
火
と

な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
一
九
九
〇
年
の
Ｅ
Ｆ
Ａ

宣
言
の
成
立
、
同
年
の
『
人
間
開
発
報

告
書
』
創
刊
、
九
四
年
の
恐
怖
と
欠
乏

か
ら
の
自
由
を
説
く
「
人
間
の
安
全
保

障
」
論
の
登
場
、
九
五
年
の
コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ
ン
社
会
開
発
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催

な
ど
を
経
て
、
教
育
を
含
む
人
間
・
社

会
開
発
が
再﹅

び﹅

重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
こ
の
流
れ
は
そ
の
ま
ま
既
述
の
二

〇
〇
〇
年
代
の
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
と
結
晶
し
、

か
く
て
教
育
分
野
は
国
際
開
発
協
力
に

確
固
と
し
た
地
位
を
築
い
て
い
っ
た
。

さ
ら
に
、
開
発
の
み
な
ら
ず
、
基
礎

的
な
教
育
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
は
そ
れ

自
体
が
基
本
的
人
権
の
ひ
と
つ
で
あ
る

と
い
う
解
釈
も
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

教
育
を
人
格
形
成
の
過
程
と
し
て
捉
え
、

開
発
論
を
俟ま

た
ず
と
も
、
お
の
ず
か
ら

そ
の
合
目
的
的
な
価
値
が
教
育
に
は
見

出
さ
れ
る
と
す
る
立
場
も
あ
る
。

個
別
論
文
で
詳
論
さ
れ
る
よ
う
に
、

こ
の
四
半
世
紀
間
に
Ｅ
Ｆ
Ａ
や
教
育
Ｍ

Ｄ
Ｇ
は
確
実
に
成
果
を
上
げ
て
き
た
。

し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
薔
薇
色
の

物ス
ト
ー
リ
ー語

が
描
け
る
ほ
ど
問
題
は
単
純
で
は

決
し
て
な
い
。
た
と
え
ば
不
就
学
人
口

そ
の
も
の
の
問
題
、教
育
や
学
習
の「
質
」

の
問
題
、
貧
困
層
や
社
会
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
の
教
育
普
及
、
公e

q
u

i
t

y

平
性
の
追
求
、

就
学
か
ら
継
続
（
的
学
習
）
へ
の
接
続

な
ど
に
始
ま
る
Ｅ
Ｆ
Ａ
を
超
え
た
新
た

な
課
題
群
が
山
積
し
て
い
る
。

●
本
特
集
の
構
成
と
概
要

以
上
の
背
景
か
ら
、
筆
者
は
国
際
教

育
開
発
協
力
を
本
誌
上
で
特
集
す
る
こ

と
企
図
し
、
所
内
の
み
な
ら
ず
所
外
の

教
育
学
研
究
者
や
実
務
家
に
も
依
頼
を

重
ね
、
本
特
集
を
企
画
し
た
。
特
集
で

は
、⑴
総
括
編
、⑵
地
域
編
、⑶
ト
ピ
ッ

ク
編
、
⑷
学
校
段
階
編
の
四
部
に
分
け

て
分
野
ご
と
に
議
論
し
て
い
く
。

⑴
総
括
編
（
教
育
開
発
総
論
）

ま
ず
、
国
際
教
育
開
発
協
力
（
Ｅ

Ｆ
Ａ
や
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
を
総
括
す
る
総
論

を
黒
田
論
文
で
展
開
す
る
。
こ
こ
で
は
、

こ
の
分
野
の
基
礎
事
項
や
概
念
の
整
理
、

こ
れ
ま
で
の
進
捗
と
達
成
状
況
の
レ

国際教育開発協力のこれまで・これから

特  集

国
際
教
育
開
発
協
力
の
高
ま
り

―
学
際
的
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
―

特
集
に
あ
た
っ
て

岡
部 

正
義
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特集にあたって　国際教育開発協力の高まり ―学際的プラットフォームのダイナミズム―

ビ
ュ
ー
、
ポ
ス
ト
二
〇
一
五
の
展
望
な

ど
を
行
い
、
各
論
に
入
る
前
の
前
提
知

識
を
共
有
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

⑵
地
域
編

教
育
開
発
の
状
況
や
課
題
は
、
例

え
ば
東
ア
ジ
ア
と
ア
フ
リ
カ
で
は
決
し

て
一
様
で
は
な
い
な
ど
、
地
域
的
に
異

な
る
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
国
際
教
育

開
発
協
力
を
地
域
ご
と
に
空
間
的
に
区

分
し
た
場
合
、
各
地
域
に
は
ど
の
よ
う

な
特
徴
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、

世
界
の
地
理
的
多
様
性
に
照
ら
せ
ば
依

然
と
し
て
雑
駁
な
分
類
で
あ
る
と
の
謗そ

し

り
を
免
れ
な
い
が
、
ア
ジ
ア
（
北
村
・

興
津
論
文
）、
中
東
（
丸
山
論
文
）、
中

南
米
（
米
村
論
文
）、
ア
フ
リ
カ
（
西
村

論
文
）
の
四
地
域
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

⑶
ト
ピ
ッ
ク
編

教
育
開
発
を
検
討
す
る
に
は
、
教
育

だ
け
で
な
く
他
の
ト
ピ
ッ
ク
と
の
関
連

性
を
問
う
こ
と
も
必
要
と
思
わ
れ
る
。

例
え
ば
、
就
学
率
が
高
く
な
る
ほ
ど
追

加
的
な
増
加
が
困
難
に
な
る
「
ラ
ス
ト

数
％
の
壁
」
の
問
題
が
あ
る
。
こ
こ
に

は
例
え
ば
貧
困
や
社
会
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
、
公
平
性
の
問
題
な
ど
が
関
連
し

て
い
る
だ
ろ
う
。
本
特
集
で
は
障
害
と

ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
事
例
に
、
そ
れ
ぞ
れ
森

論
文
と
西
村
論
文
で
取
り
上
げ
て
い
る
。

途
上
国
の
な
か
に
は
紛
争
や
暴
力
が

日
常
化
し
て
い
る
地
域
が
あ
る
。
こ
こ

で
は
紛
争
や
暴
力
と
教
育
と
の
相
互
関

係
が
想
定
さ
れ
る
。
紛
争
と
の
関
連
で

は
既
述
の
よ
う
に
人
間
の
安
全
保
障
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
日
本
は
こ
れ

を
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
政
府
開
発
援
助
）
大
綱
の

基
調
と
し
、
同
基
金
を
国
連
に
設
立
す

る
こ
と
に
も
尽
力
し
た
。
こ
の
理
念
は

教
育
と
も
深
く
関
連
し
て
い
る
。
そ
こ

で
、
人
間
の
安
全
保
障
の
理
念
と
教
育

と
の
関
連
を
小
松
論
文
で
整
理
・
展
望

し
、
そ
の
う
え
で
具
体
的
な
ス
ー
ダ
ン

の
事
例
を
も
と
に
紛
争
と
教
育
に
つ
い

て
外
山
論
文
で
取
り
上
げ
る
。

と
こ
ろ
で
、
近
年
、
先
進
国
の
「
援

助
疲
れ
」
や
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
縮
小
が
し
ば
し

ば
耳
に
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
国
際
資
金

フ
ロ
ー
に
占
め
る
割
合
で
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
凌

駕
す
る
海
外
直
接
投
資
（
Ｆ
Ｄ
Ｉ
）
や

民
間
企
業
の
存
在
感
を
期
待
す
る
方
向

が
あ
る
。い
わ
ゆ
る「
ビ
ジ
ネ
ス
と
開
発
」

と
呼
ば
れ
る
課
題
設
定
で
あ
る
。
教
育

は
公
共
財
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
が
、

民
間
レ
ベ
ル
で
少
し
ず
つ
教
育
分
野
に

も
支
援
・
参
入
の
輪
が
広
が
り
始
め
て

い
る
。
そ
こ
で
ビ
ジ
ネ
ス
と
教
育
と
い

う
課
題
設
定
を
行
い
、
教
育
支
援
事
業

を
実
務
家
の
観
点
か
ら
高
濱
論
文
で
取

り
上
げ
て
い
る
。

他
方
で
、
援
助
そ
の
も
の
に
も
効
率

性
が
求
め
ら
れ
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ

テ
ィ
（
説
明
責
任
）
が
追
及
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
政
策
イ
ン
パ

ク
ト
の
評
価
が
重
要
ト
ピ
ッ
ク
と
な
っ

て
き
て
い
る
。
教
育
分
野
で
は
、
他
の

能
力
的
・
社
会
経
済
的
な
共
変
量
、
お

よ
び
観
察
さ
れ
な
い
不
均
一
な
性
質
に

よ
り
、
純
粋
な
政
策
効
果
の
評
価
が
困

難
で
あ
る
。
こ
う
し
た
制
約
に
対
応
す

べ
く
、
Ｒ
Ｃ
Ｔ
（
ラ
ン
ダ
ム
化
比
較
実

験
）
に
代
表
さ
れ
る
実
験
的
手
法
が
近

年
は
精
力
的
に
研
究
・
導
入
さ
れ
、
こ

の
プ
ロ
セ
ス
に
は
教
育
分
野
が
保
健
や

マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
な
ど
他
の
社

会
分
野
と
と
も
に
大
き
く
関
与
し
て
き

た
。
そ
こ
で
、
分
析
手
法
の
深
化
と
そ

の
契
機
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
教
育
分
野

と
の
関
連
に
つ
い
て
、
伊
藤
論
文
で
は

チ
ャ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル
の
政
策
評
価
を

例
に
な
る
べ
く
数
式
を
排
し
て
計
量
経

済
学
、統
計
学
の
ア
イ
デ
ア
を
解
説
す
る
。

⑷
学
校
段
階
編

最
後
に
、
学
校
段
階
編
で
は
、
ポ
ス

ト
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
見
据
え
て
、
初
等
教
育

以
外
の
各
段
階
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

こ
こ
で
は
、
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
幼
児
早
期
教
育

介
入
）
の
議
論
で
注
目
さ
れ
る
就
学
前

教
育
（
伊
藤
論
文
）
と
、
初
等
教
育
以

後
の
二
段
階
―
中
等
教
育
（
岡
部
論

文
）、
高
等
教
育
（
米
澤
論
文
）
が
議

論
さ
れ
る
。
ま
た
コ
ラ
ム
で
は
、
中
等

教
育
か
ら
高
等
教
育
へ
の
接
続
を
支
援

す
るe-Education

を
紹
介
し
て
い
る
。

●
む
す
び

教
育
は
、
知
識
基
盤
社
会
化
の
進
む

今
日
に
お
い
て
、
基
本
的
人
権
で
あ
る

と
と
も
に
貧
困
削
減
、
開
発
、
平
和
、

そ
し
て
自
己
実
現
に
と
っ
て
不
可
欠
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
本
特
集
を
通

じ
て
、
こ
の
分
野
は
決
し
て
教
育
学
だ

け
で
閉
じ
て
お
ら
ず
、
地
域
研
究
や
開

発
研
究
な
ど
人
文
社
会
系
と
、
さ
ら
に

は
神
経
・
認
知
科
学
や
心
理
学
、
大
脳

生
理
学
な
ど
文
理
融
合
の
知
、
そ
し
て

現
場
や
実
務
に
お
け
る
た
ゆ
ま
な
い
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
実
践
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
、
そ
し
て
そ
こ
に
は
こ
れ
ら
全
て

の
智ち

慧え

が
動
員
さ
れ
る
学
際
的
な
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
築
か
れ
て
い
く
要

請
と
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
あ
る
こ
と
が
感

じ
ら
れ
る
契
機
と
な
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

な
お
、
本
特
集
で
は
紙
面
の
制
約
に

よ
り
取
り
扱
え
な
か
っ
た
領
域
が
多
く

存
在
す
る
。
例
え
ば
、
ノ
ン
フ
ォ
ー
マ

ル
教
育
、環
境
教
育
、識
字
、生
涯
学
習
、

産
業
ス
キ
ル
育
成
、
教
育
と
保
健
、
教

育
と
文
化
、
教
育
と
人
口
、
国
際
学
力

試
験
制
度
、
教
育
サ
ー
ビ
ス
貿
易
、
児

童
労
働

⑴
な
ど
重
要
な
テ
ー
マ
が
山
積

し
て
い
る
こ
と
を
特
筆
し
て
お
き
た
い
。

（
お
か
べ　

ま
さ
よ
し
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所　

出
版
企
画
編
集
課
）

《
注
》

⑴
児
童
労
働
に
つ
い
て
は
本
号
フ
ォ
ト
エ
ッ
セ

イ
も
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。


